
　
執
筆
者
紹
介　
　

野　

口　

武　

司　

（
本
学
名
誉
教
授
）

赤　

間　

公　

子　

（　

教　

授　

）

清　

水　

幸　

子　

（
専

任

講

師
）

宮　

本　

浩　

紀　

（
専

任

講

師
）

佐　

藤　

雄　

紀　

（　

助　

教　

）

原　
　
　

葉　

子　

（
非
常
勤
講
師
）

小　

松　

祐　

美　

（
非
常
勤
講
師
）

　
編
集
委
員　
　

　
　
　

北　

原　

泰　

邦　

　
　
　

宮　

本　

浩　

紀　

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日  

印
刷

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日  　

発
行

　
  　

　

信
州
豊
南
短
期
大
学
紀
要
　
第
三
十
六
号

　
　
　
　
　
　

編
集
発
行
者　

信
州
豊
南
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
中
山
七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
二
六
六

四
四
一
一
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　

印　

刷　

所　

㈱　

宮　

澤　

印　

刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
駒
ヶ
根
市
赤
穂
四
二
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
二
六
五

二
五
七
一
（
代
表
）

　

  　
　

編
集
後
記　

　　

三
十
六
号
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
を

告
げ
、
新
し
い
元
号
へ
と
移
り
変
わ
る
時
代
の
区
切
り
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
平
成
と
と
も
に
そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
本
学
に
と
っ
て
も
、

ひ
と
つ
の
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

幾
度
か
の
学
科
改
編
を
経
て
き
た
中
で
、
短
大
紀
要
に
お
い
て
も
、
そ

れ
に
応
じ
る
形
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
の
論
文
を
掲
載
し
て
参
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
紀
要
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
論
考
の
変
遷
を
た
ど
る
こ

と
で
、
本
学
の
研
究
の
軌
跡
や
授
業
展
開
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
も
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
研
究
が
授
業
を
活
性
化
さ
せ
、

充
実
し
た
授
業
は
新
た
な
研
究
成
果
を
生
み
出
す
土
台
と
も
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
元
号
を
迎
え
る
に
際
し
、
今
後
も
さ
ら
な
る
充
実
し
た
研
究
成

果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
本
学
の
新
た
な

歴
史
を
刻
む
こ
と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
筆
を
擱
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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